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的とした．【研究方法】本研究は知的障害者施設 108 施設の職員 2,744 名を対象に質問紙調査を実施した．
調査内容は，基本属性に加え，スティグマティゼーションの態度（偏見）や行動（差別）の評価のため
JSE 及び肯定的態度の尺度を用い，知識（無知）や行動（偏見）を評価するため「差別事例」への認識を
回答してもらった．【結果】調査票の返送数は 1,113（回収率 40.6％）で，経験年数は「1 年～ 4 年」が最も












































































本研究は，2016 年 2 月～ 3 月に A 県の知的障害者施
設が任意で加入する団体に協力を得て実施した . 団体に
加入している 219 施設のうち住所等を整理し，210 施設
に依頼文を送付した．そのうち，協力の回答が得られた
















（偏見）や行動（差別）の評価として，Jeff erson scale 
of empathy（JSE）及び知的障害者への肯定的態度の 2






（kataoka et al：2012）．JSE は 20 項目あり，「全く同














































協力施設 108 施設の職員 2,744 名を対象に調査票を
送付した．その結果，調査票の返送数は 1,113（回収率
40.6％）だった（図 1）．対象者の性別（n=1,111）は，
男性 40.8％，女性 58.6％，どちらでもない 0.3％だった．
平均年齢（n=1,094）は 45.6 歳で，経験年数（n=1,105）は，
「1 年～ 4 年」（27.8%）が最も多く，次いで「5 年～ 9 年」
（22.8％）だった．






が 63.1% で，障害のある家族「無」が 89.3% だった（表 1）．
（2）JSE
JSE の合計得点の平均は 107.9 ± 13.7（n=969）だった



















変数（総数）/ 平均  n（%）
性別（1,111） 男性 453（40.8）
 女性 651（58.6）
 どちらでもない   3（0.3）
年齢（1,094） 15 歳～ 24 歳  57（5.1）
45.6 ± 0.41 歳 25 歳～ 34 歳 223（20.1）
 35 歳～ 44 歳 243（21.9）
 45 歳～ 54 歳 243（21.9）
 55 歳～ 64 歳 225（20.2）




2.2 ± 0.03 人 有 687（62.1）
雇用形態（1,102） 正規 634（57.5）
 非正規 383（34.8）
 その他  85（7.7）
経験年数（1,105） 1 年以下 100（9.1）
 1 年～ 4 年 305（27.8）
 5 年～ 9 年 252（22.8）
 10 年～ 14 年 184（16.7）
 15 年～ 19 年 114（10.3）
 20 年以上 147（13.3）
最終学歴（1,103） 中学校  20（1.8）
 高等学校 265（24.0）
 専門学校 171（15.5）
 高等奪修学校  24（2.2）
 短期大学 198（18.0）
 大学 409（37.1）
 大学院  13（1.2）











 介護支援奪門員  86
 サービス管理提供賓任者  72
 看護師  34
 精神保健福祉士  24







 わからない  35（3.2）
発達障害に関する研修経験 はい 335（31.1）
（1,079） いいえ 697（64.6）




















JSE 969 107.9 ± 13.7
肯定的態度 1015 52.6 ± 7.8
n r p
年齢 JSE 969 -0.045 0.164
肯定的態度 1005 -0.060 0.056
n ρ p<
経験年数 JSE 969 0.143 <0.001
肯定的態度 1011 0.012 0.703
（注）年齢はピアソンの相関係数　経験年数はスピアマンの積率相関係数
表 3　JSE及び肯定的態度と各項目におけるt検定の結果
変数 平均± SD 平均± SD ｔ p
性別 男性 女性
JSE 107.9 ± 13.6（405） 108.0 ± 13.7（562） -0.124 0.901
肯定的態度 52.8 ± 8.0（526） 52.5 ± 7.6（587） 0.664 0.507
雇用形態 正規職員 非正規職員
JSE* 109.8 ± 12.6（571） 106.2 ± 14.5（328） 3.754 <0.001
肯定的態度 * 53.2 ± 7.5（591） 51.7 ± 7.9（346） 2.827 0.005
年齢 * 50.5 ± 11.3（626） 51.3 ± 13.4（380） -13.180 <0.001
福祉系教育機関修了 有（n） 無（n）
JSE * 110.2 ± 12.8（495） 105.6 ± 14.3（470） -5.259 <0.001
肯定的態度 * 53.7 ± 7.3（509） 51.5 ± 8.1（502） -4.563 <0.001
資格 有（n） 無（n）
JSE * 110.2 ± 12.6（656） 103 ± 14.6（309） -7.052 <0.001
肯定的態度 * 53.4 ± 7.3（673） 51.0 ± 8.4（339） -4.5　 <0.001
知的障害研修の受講経験 有（n） 無（n）
JSE * 109.5 ± 14.9（725） 103.6 ± 14.9（210） -5.146 <0.001
肯定的態度 * 53.4 ± 7.5（743） 50.2 ± 8.3（214） -5.468 <0.001
年齢 * 44.3 ± 13.1（798） 50.4 ± 14.4（238） 5.879 <0.001
発達障害研修の受講経験 有（n） 無（n）
JSE * 109.8 ± 13.0（624） 104.7 ± 14.7（299） -5.054 <0.001
肯定的態度 * 53.6 ± 7.6（643） 50.9 ± 7.9（303） -5.005 <0.001
障害家族 有 無
JSE 109.3 ± 14.3（104） 107.8 ± 13.6（861） -1.008 0.314
肯定的態度 53.6 ± 8.1（107） 52.5 ± 7.7（883） -1.375 0.169
インクルーシブ教育経験 有 無
JSE * 109.5 ± 13.4（604） 105.6 ± 13.7（344） -4.180 <0.001
肯定的態度 * 53.2 ± 7.6（618） 51.6 ± 7.9（356） -3.203 0.001



























































































































調整済み R2 ＝ 0.073
F=4.88
p<0.001
調整済み R2 ＝ 0.028
回帰係数（B）［95% 信頼区間］ p 回帰係数（B）［95% 信頼区間］ p
性別 0.87 ［-0.88 to 2.63] n.s. -0.32 ［-1.33 to 0.70] n.s.
年齢 0.08 ［-0.01 to 0.16] n.s. 0.03 ［-0.02 to 0.07] n.s.
雇用形態 -2.07 ［-3.83 to -0.31] p=0.020 -0.12 ［-1.12 to 0.88] n.s.
経験年数 0.31 ［-0.37 to 0.99] n.s. -0.30 ［-0.69 to 0.09] n.s.
資格の有無 5.09 ［2.89 to 7.28] p<0.001 1.95 ［0.69 to 3.20] p<0.001
知的障害の研修経験 0.56 ［-1.93 to 3.05] n.s. 1.67 ［0.23 to 3.12] p=0.020
発達障害の研修経験 0.91 ［-1.21 to 3.03] n.s. 0.01 ［-1.22 to 1.24] n.s.












































































年数 1 年以下の年齢別分布で，新卒の 20 代前半，転職
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